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重要取組シート 

取組項目 環濠都市堺の再生事業の推進 

現状・課題 

【現状】 

 「堺グランドデザイン 2040」では、環濠エリアについて、「水辺や歴史文化を

活かした堺ならではの魅力を高め、それらを結び、国内外から人が訪れる活気

あるエリアをめざす」としている。 

 地元活動団体等で構成する「堺環濠町づくり推進協議会（通称：環濠茶論）」は、

市と連携しながら情報や魅力発信等の事業を進めている。また、NPOにより「観

濠クルーズ」等が実施されている。 

 環濠エリア北部地区において、歴史文化資源を活かした歴史的なまちなみ再生

に向け、地元住民による「堺環濠都市北部地区町なみ再生協議会」と連携し、町

家等の修景を推進している。 

【課題】 

 環濠エリア内の歴史文化資源や伝統産業等を活用した都市魅力の向上、情報発

信や賑わいの創出、さらには市民の愛着やシビックプライドの醸成に取り組む

必要がある。 

 民間事業者との連携やイベントの開催などについては、新型コロナウィルス感

染症による影響等、今後の情勢も踏まえながら、適切な取組について検討する

必要がある。 

 環濠エリア北部地区において、地元住民のまちなみ保存の関心を高め、地域に

相応しい景観の形成に取り組んでいく必要がある。 

取 組 の 

内  容 

 （仮称）堺環濠エリア魅力創造ビジョン策定 ＜都市再生部＞ 

「堺グランドデザイン 2040」の実現に向け、（仮称）堺環濠エリア魅力創造

ビジョンを策定する。環濠の水辺を活かした賑わいの創出や水辺の回遊性の

向上などに向けて取り組む。下記事業や関連事業等と連携し、環濠エリアの

魅力向上をめざす。 

 情報発信・魅力発信 ＜都市再生部＞ 

市民への認知度向上を意識しながら環濠エリアの魅力発信に取り組む。また、

地元等を含めたエリア全体の機運醸成を図る。 

 協議会の SNS、HP等の管理運営 

 環濠エリアの写真募集等  

 環濠エリア北部地区のまちなみ再生や景観形成 ＜都市景観室＞ 

地元と連携し、歴史文化を活かしたまちなみの再生 

 修景補助事業の促進、堺環濠都市北部地区町なみ再生協議会の活動支援 

 町家利活用に向け、庁内連携等による方策の検討、実施 

 地域の方々の合意形成のもと、地域にふさわしい景観形成の取組 

建築都市局都市再生部堺駅エリア整備担当

都市計画部都市景観室 
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前期 

（～7月） 

 協議会（環濠茶論）第 1回総会開催（4月） 

役員の選出、規約の変更、令和 2年度決算報告等について 

※コロナウイルス感染症拡大のため、必要最低限の内容について書面開催 

 協議会（環濠茶論）第 2回総会開催（6月） 

 令和 3年度事業計画（案）、令和 3年度予算計画（案）等について 

中期 

（～11月） 
 協議会（環濠茶論）魅力発信の取組 

後期 

（～3月） 

 （仮称）堺環濠エリア魅力創造ビジョン策定 

 協議会（環濠茶論）総会の開催（3月） 

次年度 

以降 

 堺環濠エリアの魅力創造に向けた取組の推進 

 環濠エリア北部地区のまちなみ再生や景観形成の推進 

進
捗
の
状
況 

前期 

（～7月） 

 協議会（環濠茶論）第 1回総会開催（4月）書面開催 

役員の選出、規約の変更、令和 2年度決算報告等について 

 協議会（環濠茶論）第 2回総会開催（6月）書面開催 

    令和 3年度事業計画（案）、令和 3年度予算計画（案）等について 

中期 

（～11月） 

 協議会（環濠茶論）第 3回総会開催（9月）書面開催 

令和 3年度予算計画、SPOT動画企画、大道筋社会実験等について 

 協議会（環濠茶論）大道筋社会実験の実施 

 協議会（環濠茶論）魅力発信の取組（SPOT動画企画） 

 協議会（堺環濠都市北部地区町なみ再生協議会）定期総会開催（10月） 

後期 

（～3月） 

 建築物等の修景補助事業３件（3月） 

 協議会（環濠茶論）第 4回総会開催（3月）書面開催 
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環濠エリアへの来訪者数 

［現状値：182.6万人（2019年度）］ 

目標値（2025年度） 

300万人 

未
来
都
市
計
画 
堺 
市 
S 
D 
G 
s 

最も貢献する 

SDGsのゴール 

ゴール番号 
住み続けられるまちづくりを 

11 

寄与する 

KPI 
― 

目標値（2023年度） 

― 


